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【昨日の市況概要】 公示仲値 161.57

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY GBP/USD AUD/USD

TKY  9:00AM 161.32 1.0815 174.58 1.2789 0.6742
SYD-NY High 161.81 1.0831 175.15 1.2849 0.6752
SYD-NY Low 161.27 1.0811 174.47 1.2784 0.6733
NY 5:00 PM 161.68 1.0831 175.14 1.2849 0.6747

終値 （前日比） 終値 （前日比）

NY DOW 39,721.36 429.39 日本2年債 0.3300% ▲0.0100%

NASDAQ 18,647.45 218.16 日本10年債 1.0800% 0.0100%

S&P 5,633.91 56.93 米国2年債 4.6221% ▲0.0033%

日経平均 41,831.99 251.82 米国5年債 4.2365% ▲0.0071%

TOPIX 2,909.20 13.65 米国10年債 4.2812% ▲0.0156%

ｼｶｺﾞ日経先物 42,510.00 955.00 独10年債 2.5350% ▲0.0235%

ﾛﾝﾄﾞﾝFT 8,193.51 53.70 英10年債 4.1235% ▲0.0340%

DAX 18,407.22 171.03 豪10年債 4.3570% 0.0110%

ﾊﾝｾﾝ指数 17,471.67 ▲ 51.56 USDJPY 1M Vol 8.57% ▲0.03% 　
上海総合 2,939.36 ▲ 20.01 USDJPY 3M Vol 8.80% 0.06%

NY金 2,379.70 11.80 USDJPY 6M Vol 9.25% 0.06% 【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】
WTI 82.10 0.69 USDJPY 1M 25RR ▲0.74% Yen Call Over

CRB指数 289.71 ▲ 0.27 EURJPY 3M Vol 8.21% 0.01%

ドルインデックス 105.05 ▲ 0.08 EURJPY 6M Vol 8.68% ▲0.02%

【予想レンジ】
通貨ペア

想定レンジ

【マーケット・インプレッション】

担当：上遠野・西
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海外市場のドル円は161円台前半でスタート。5・10日に伴った買いや、日経平均株価が連日史上最高値を更新する展開
を受け、ドル円は底堅く推移し、161.47レベルでNYオープン。午前中は前日に続きパウエル議長の議会証言が行われ、
「インフレ鈍化の進展で更なる確信が必要」等と再度利下げを巡り慎重な姿勢を示した事を受け、米金利の上昇に伴った
買いが優勢となり、161.70付近まで上昇。午後に発表された米10年債の入札結果は堅調だったが、ドル円は反応薄。そ
の後も161.81まで上昇するなど、高値圏での値動きが続き、161.68レベルでクローズ。 一方、海外市場のユーロドルは
1.08台前半でスタート。1.0820近辺を挟んだ方向感乏しい推移が続き、1.0826レベルでNYオープン。本日は材料難の中、
午前中は1.0820付近での動意乏しい推移が続く。午後は注目の米６月CPIの結果発表を明日に控え、積極的な取引は手
控えられ、1.0830付近での小動きが続き、1.0831レベルでクローズ。
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東京時間のドル円は161.32レベルでオープン。5・10日に伴う実需のドル買いもあってか、仲値にかけて161円台半ばまで
上昇。さらに日経平均の300円を超える上昇を横目にリスクオンの円安が勢いづき、一時161.59を付けた。午後も日経平
均の史上最高値を更新する中でドル円は底堅く推移し、結局、161.41レベルで海外時間に渡った。

ロ
ン
ド
ン

ﾛﾝﾄﾞﾝ市場のﾄﾞﾙ円は､161.41ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡特段の材料がない中､方向感なく推移し結局161.47レベルでNYに渡った｡
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【昨日の指標等】

Date Time Event 結果 予想
7月10日 10:30 中 PPI(前年比) 6月 -0.8% -0.8%

10:30 中 CPI(前年比) 6月 0.2% 0.4%
23:00 米 パウエルFRB議長　講演 -
23:00 米 卸売在庫(前月比)・確報 5月 0.6% 0.6%

【本日の予定】
Date Time Event 予想 前回

7月11日 15:00 独 CPI(前月比/前年比)・確報 6月 0.1%/2.2% 0.1%/2.2%
15:00 英 鉱工業生産(前月比/前年比) 5月 0.3%/0.6% -0.9%/-0.4%
21:30 米 CPI(前月比/前年比) 6月 0.1%/3.1% 0.0%/3.3%
21:30 米 コアCPI(前月比/前年比) 6月 0.2%/3.4% 0.2%/3.4%
21:30 米 新規失業保険申請件数 6-Jul 235k 238k

インフレ率低下にはさらなる確信が必要

本日は米6月CPIが最大の注目となり、基本的には前月並みの伸びが予想され引き続きインフレの粘着性が意識されること

からドル円は上昇を想定。ここ２日間のパウエルFRB議長議会証言において、労働市場を中心とした見解が明らかに軟化し

つつある点は印象的であったが、「完全雇用の実現には物価の安定は不可欠」ともしており、今回のCPIにてディスインフレ

の進展が確認できない限り、早期利下げ期待は進まないだろう。また、同氏は中立金利について短期的な上昇には自信を

のぞかせており、年後半の中立金利見直しに向け政策金利の引き締め効果が弱まっている可能性などが今後示されれば

利下げ期待は一段と剥落する展開もあろう。インフレ指標について、目先は明日の米６月PPIやミシガン大消費者センチメン

トをこなした上での見極めとなろうが、本日結果次第では方向性がある程度定まり値幅の出る展開に警戒したい。


